
 

 

 

 

 

 

おにぎりアクションってなぁに？？ 

 

おにぎりアクションは、TABLE FOR TWO が取り組

む活動の一つ。おにぎりに関する写真を撮り、SNS に

「＃OnigiriAction」とともに発信することで、アフリ

カ・アジアの子どもたちへ給食を届けよう！という活動。 

SDGｓの「飢餓をゼロに」の目標達成に向けた取り組

みでもあります。 

 

 

おにぎりアクション 

参加の方法は簡単！！ 
 

おにぎりの写真 

おにぎりを作っている写真 

おにぎりにまつわる写真 

を SNSに 

＃OnigiriAction 

を付けて投稿するだけ！！ 

 

 

 

 

 

 おにぎりアクションは、ただ単純に、アジア・アフリカ地域へ食料を届け、子どもたちの食事を確保

し、飢餓をなくす、というだけではありません。その資金を通じて、その土地で育てられた農産物を

給食に利用することで地域の農業を発展させ、また、地域の雇用を生む、という持続可能な食の

あり方にもつながる取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

世界と日本と本校の食料事情を知っていますか？？ 

 

世界の食料事情について、２０２０年には１０人に 1人が栄養不足状態にあり、4人に一人が

肥満であるというアンバランスな状況があります。 

食べ物が食べられずに栄養不足な人々がいる世界。食べ物があふれる日本では考え難いこと

かもしれませんが、これが世界の現実です。 

 

食が豊かな日本でも食にまつわる課題の一つに、農家

の減少による食料生産量の問題があります。 

そこで、「おにぎりの力」に注目してみました。 

  おにぎりを食べると、よい循環が生まれ、近年問題となっ

ている土砂災害や環境問題への一助にもなる可能性を秘

めている、ということを学びました。 

  

また、「明るい食の未来」を作り、持続して

いくために、私たちができることは何かを考え

ました。「食事は残さず食べる」「必要量以上

の食品を購入しない」「おにぎりを食べる」な

ど、それぞれに考えてくれました。 

   

 

そして、給食時間には、おにぎりアクションに取り組みました。 

みんな普段よりもたくさん、おにぎりを食べてくれました！！ 

 

  

 

 

 

 

 

２０２３.1０.２０ 

唐 津 商 業 定 時 制 

保 健 室 

１０月６日（金） おにぎりアクション～おにぎりを食べて SDGs～ を行いました 

引用・参考：おにぎりアクション HP、ハンガーフリーワールド HP、ユニセフ HP 

美味しく、楽しく

OnigiriAction 

(^0^)(^0^) 

11月１７日の最終日まで

生徒玄関前にフォトコーナ

ーを準備しています。自由

に写真を撮っておにぎりア

クションしてみてください！ 



おにぎりアクション後のアンケート結果より 

１．今日の「おにぎりアクション～おにぎりを食べて SDGｓ～」はどうでしたか？ 

 
 

２．今日のお話の中で、世界の食料事情について、どう感じましたか？ 

 
 

  ３．今日のお話の中で、日本の食料事情について、どう感じましたか？ 

 
 

  ４．今後、給食を食べようと思いますか？ 

 

   

５．来年度以降も、おにぎりアクションの取組を本校で行うことについてどう思いますか？ 

 
6．今後、食の未来を明るくするために、あなたがやっていこうと思うことはありますか？ 

       

 
 

①とても楽しく参加

できた

56%

②楽しく参加できた

22%

③普通

22%

④楽しくなかった

0%

①とても興味を

持った

45%

②興味を持った

45%

③あまり興味を持てなかった

10%

④まったく興味を持てなかった

0%

①とても興味を持っ

た

42%②興味を持った

47%

③あまり興味を持てなかった

11%

④まったく興味を持てなかった

0%

①今までと変わら

ず食べようと思う

63%

②今までよりも回数を増

やして食べようと思う

32%

③食べようと思わない

5%

①来年度以降も、積極

的に行ってよいと思う

63%

②来年度以降も、行って

よいと思う

37%

③行わなくてよいと思う

0%

①食事を残さず食べる

28%

②おにぎりを食べる

12%

③おにぎりアクション

に参加する

7%
④おにぎりアクション

を広める

4%

⑤地元の農家さんの

野菜などを購入する

5%

⑥地元の食材を使って

料理をする・してもらう

10%

⑦食べられる分だけ食

品を購入する

17%

⑧野菜を作ってみる

（家庭菜園）

9%

⑨クラウドファンディングな

どで農家を応援する

2% ⑩食品ロスの状況に

ついて調べてみる

3%

⑪食事をのこしそうになったら、お店の人にお

持ち帰りができないかを聞いてみる

3%

・食べられることが当たり前じゃな

いなって思いました 

・食べられない人がいる、というこ

とを改めて知ることができた 

・10人に１人が十分食べられない

食生活を送っていることに興味を

持ちました 

・もっと日本で作られたものを食べ

ようと思いました 

・「てまえどり」を意識したいと思い

ました 

・地元の食材を買おうと思いました 

「今までよりも回数を増やして食べ

ようと思う」と回答してくれた生徒が

３２%もいてくれたことは、とても嬉し

かったです！ 

実際に「少しでも食べよう」としてく

れている皆さんの姿があり、とっても

嬉しいです！ 

給食室で待っています（＾ｖ＾） 

皆さんが、明るい食の未来のためにいろんなことをやっていこうと思ってくれてとても

嬉しい気持ちになりました！ 

「やっていこう」「やってみよう」と思ってくれたことを短い期間でもよいので、実際に

「やる」ことで、皆さんの未来の食は明るいものになるでしょう（＾ｖ＾）／ 

毎日の食事、これまでの生活をもう一度振り返ってみて、今自分にできることから始

めていきましょう！！ 

おにぎりアクションにも参加してみてくださいね☆ 

・自分の知らないことを知れた 

・世界中での食の問題につい

て知れた 

・今の世界のことをわかりやす

く知れた 

 


